
イギリスのて

設置した。管区の境界を設定するに当つては氷年鉄道会社 と し

て伝えられてきた伝統と恨習を尊重して過渡期において輸送業

務に支障をきたさないため， だいたいにおいて旧 4 大鉄道の区

以を 1 グル ー プとして設けられた。

管区の名称と旧鉄道名はつぎのとおりである 。

ア 西部管区(\日グ ν ー ト・ウェスタ γ鉄道)

イ 南部管区(旧サザソ鉄道)

ウ 北京管区(旧 ロ ソ ド γ ・ ノースイ ー スタ γ鉄道の北東地

域)

エ m: gjl管区(旧 ロ ン ド γ ・ ノ ー スイ ー スタン鉄道の南部地

減)

オ ロソドゾ ・ ミッドラ γ ド管区(イングラ γ ドおよびウエ

ールズ内の旧ロンドン ・ ミッドラン ド・ スコッチッシュ鉄道線

に旧チェシャイヤ 一線を加え， ロンドン ・ チノレパリ ー・サザγ

ド線を除いたもの)

カ スコッチッシュ管区(スコッ トラ γ ド内の旧ロ γ ドン ・

ミッドラゾド・スコッチッ γ ュ鉄道および旧ロソドソ ・ ノース

イ ー スタ Y鉄道)

最初j管区の資任者は管区長と称し， 鉄道経営委員会に対して

責任を負うことに定められていたが， 1955 ・ 1 からその名称を総

支配人と改め，地区委員会に対して[直接責任を負うことに改め

られた。すなわち総支配人は当該地区委員会の発する政策およ

び一般tl' ßliについての命令にしたがい，管区内のすべての業務

の剥盤を行しり地区委員会の指令が有効に突泌されるよう店主督

するのであるが，日常業務についてはすべて委任されている。

管区本部の組織は総支配人の下に副支配人がおかれ， 総支配

人を布Iì佐し，その Fに会計 ，財務， Hl '¥::1 I 土地 ・ 絡付，公安，

1改良， 医務，公立た関係・宣伝，営業， 運転，船舶，動力， 機械 ・

電気，車両J JjJ路車両，土木，信号 ・ 通信の各部が設けられ，

それぞれ業務を分担している。

渇J輸委民会，地区委員会および管区の関係は第 2 表のとおり

である。

t店 2 表

(5) 中央運輸諮問委員会 1947 年巡輸法第 6 条によ っ て設

けられた中央における運輸大l互の諮問俊民1であ って ， ~l立の委

員長 l 名と六干名の委員から附成される白委員は政当E，商業，

工業，水巡業，労働および池ブj当局を代表する者として運輸大

l立がl見l 係卜jjf本と協議の上任命する者と，五E輸委員会の指名によ

って任命される者から成る。 沼i愉委員会の指名する委員のうち

少なくとも l 名は迎輸委員会委員であるこ とを製する。委員の

数については運輸大臣が随時決定するところによる。本委員会

委員は下院"抱負であってもさしっかえな L 、。

会議は少なく と も年 2 回委員長がt召集するが， 必要の場合は

いつでも招集するこ と ができ る。 また委員 3 名から要求があ っ

たはJ合これを招集しなければならない。会議においては利用者

が国有巡繍のサー ピスと施設について陳情した事項， 諮問委員

会が自発的に検討のill!ありと認めた事項，運輸委員会または運

輸大臣から諮問のあった事項について検討し， その決議事項お

よび議事録は運輸大臣および巡輸委員会に提出される。大臣は

諮問委員会の決議事項を災施するよう運輸委員会に指示するも

のとする。

木裕問委員会は年次報告諮を作成して， その写しを大臣に提

出し大臣はこれを議会に提出しなければならない。

(6) 運輸利用者諮問委員会 木諮問委員会も 1947 年運輸法

第 6 条によって設けられたもので，中央巡輸諮問委員会の地方

機関たる性質をもつものである。旅客運送に関する運輸利用者

諮問委員会，貨物主I!送に関する運輸利用者諮問委員会，旅客 ・

貨物迎送にI刻する運輸利用者諮問委員会の区月IJがある。これを

設置する区以については運輸大臣の裁量に委ねられているが，

イギリス本国の全領域にわたることとウヱ ーノレズおよびス コッ

トラ γ ドにはそれぞれべつに設けることが必要とされている。

その他本委員会の階成，任命資絡， 任務などは中央巡輸諮問委

員会とだいたい問機である。しかし会議における決議事項につ

いてはその写しを中央巡輸諮問委員会と運輸委員会に送付する

こと を弘tするものとされている。

3 施設と車両

川軌聞と線路延長(1 954 ・ 1 2 ・ 3 1 現在)

ア軌 間 一般的に 1.435 m の際準軌

イ 線路延長(電化総を含む) 30,812 km (19 ， 150 マイル)

ウ 軌道延長(側担í!を含む) 82,833 km (51 ，481 マイル)

ェ m化静止延長 1,577 km (980 "イノレ)

オ 狭軌線延長 43 km (27 マイル)

(2) 駅および機関!lit数 (1954 ・ 1 2 ・ 31 現在)

( 旅客 ・ 貨物!訳 4,024 

1 旅客訳 1,729 
ア WI

1 貨物駅 2,258 

l 言 \. 8,011 

イ娘}!主 j揚 944 

ウ 機関 Jjlï 380 

エ客車庫 269 

(3) 軌 条最近まで標準軌条として牛頭軌条を用いて

いたが!見1'[は平底軌条をfl\'lll主軌としている。軌条の長さは

fT通 18.3 m で ， 鉄継目板で結合しかっボルト 締めまたは犬釘で

枕木に打ちつけたものである。軌条のlli:琵:は主要線に用いられ

ているものは 1m 当り 54 kg， 支線用のものは 1 m 当り 48.6kg

のものを標準としてH!\，、る。

(4) 枕 木鼠!'í'lの木枕木をmい，その本数は 1km 当り

1 ，320木となっている。鉄筋コ γ クリ ー ト枕木をmいている箇所

もある 。

(5) パ ラスト 砕石パラスト (tÝ通花l鵡岩または石灰石)また

はf広務( 、こ うさ L 、)をm いている。 1m 当り 1.25 m' ないし1.67

m ' のパラストを敷いている。

(6) Ji!t少 1111線半径 850 m

(7) 最急勾配(こうばい) Ji!t急勾配区聞はつぎのと おり。

区間 勾酉日距離

西部管区リッキ ー 勾配

(パーミンガム=プリストノレ)

西部管区ヘマード γ勾配

2.45% 3.2km 
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